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識消失で発症し、bow hunter 症候群と診断した46歳男性例．第248回日本神経学会関東・甲信越地方

会．2024/3/2．東京 

24) 松薗構佑, 大貫良幸, 阿南悠平, 益子貴史, 小出玲爾, 田中亮太, 川合謙介, 藤本茂. Functional MRIを用

いた、非定型認知症の局在病巣診断. 第26回日本ヒト脳機能マッピング学会. 2024/2/23. 宇都宮 

 

学会シンポジウム・教育講演・講習会 

1) 藤本茂．脳卒中薬物治療の最前線．マラソンレクチャー8．第42回日本神経治療学会学術集会．2024/11/8．

舞浜 

2) 益子貴史．脳卒中と歯周病～病態、治療法についての最近の知見、歯科診療との関わり～．第20回口

腔ケア研修会．2024/10/5． 

3) 藤本茂．脳梗塞における抗血小板療法のFuture & Past．ランチョンセミナー．第82回関東農村医学会学

術総会．2024/7/13．佐野 

4) 藤本茂．プラスグレルは脳梗塞急性期から用いるべきか？ シンポジウム4: 日常臨床で直面する抗血

栓療法に関する諸問題 ．JAN  & Embolus 2024．2024/6/28．舞浜 

5) 藤本茂．脳卒中相談窓口と生活期リハビリテーション医療．シンポジウム：脳卒中リハビリテーショ

ン医療の課題～これからやらなければならないこと～．第61回日本リハビリテーション医学会学術集

会．2024/6/15．東京 

6) 藤本茂．超音波．脳ドック講習会5．第33回日本脳ドック学会総会．2024/6/14．広島 

7) 藤本茂．今後の急性期医療体制．シンポジウム：急性期再灌流療法のこれから第65回日本神経学会学

術集会．2024/5/31．東京 

8) Shigeru Fujimoto, Kazumi Kimura, Yasuyuki Iguchi, Hiroshi Yamagami, Masatoshi Koga, Ryo Itabashi, Yusuke 

Yakushiji, on behalf of the ACUTE-PRAS Investigators. Effect of P2Y12 reaction unit of prasugrel in acute large 

artery atherosclerosis and TIA:  ACUTE-PRAS．Latte Breaking Symposium．第65回日本神経学会学術集会．

2024/5/30．東京 

9) 藤本茂 脳卒中患者への両立支援．シンポジウム２：循環器病対策基本法を踏まえた両立支援．第97

回日本産業衛生学会．2024/5/24．広島 

10) Ozawa M, Saito R, Konno T, Ikeda T, Yokoseki A, Tani T, Kuroha Y, Koide R, Fujimoto S, Osamu O, Kakita A. 

Histopathological characteristics of patients with late-onset multiple system atrophy．第65回日本神経病理学会総会学

術研究会．2024/5/16-18．山口 

11) 藤本茂．脳卒中相談窓口の実績報告．脳卒中相談窓口多職種講習会．STROKE2024．2024/3/10．横浜 



12) 松薗構佑．脳卒中急性期における抗凝固療法のエビデンス構築に向けて．シンポジウム7 CVSSとの

合同 脳卒中専門医からみた脳塞栓症の治療戦略．STROKE2024．2024/3/7．横浜 

 

獲得研究費 

 

研究代表 

藤本茂 

1) 脳卒中診療において今後目指すべき回復期診療の検討及び回復期や維持期・生活期における診療体制

の充実に資する臨床指標を確立させるための研究（２４ＦＡ１９０１） 

研究分担 

藤本茂 

2) 回復期以降の循環器病に対する多職種連携による患者支援体制の充実・普及に資する研 究（２３Ｆ

Ａ１８０１） 

3) 急性期脳卒中の診療提供体制を整備するための実態調査研究（２４ＦＡ１６０１） 

4) 第２期循環器病対策推進基本計画の中間評価の手法確立及び評価実施のための研究（２４ＦＡ１５０

１） 

 


